
   
 

 カレンダープログラムです。  

矢張り！と言うか、想像通り、隣の社会主義強権国では Google カレンダーは見れないようです。 

何時もなら「弊社のスケジュールは、一般的な日本の公的休日と、ほぼ同じだよ！」と伝え、彼等も弊社の旧 Web を見て、休日

のスケジュールをチェックして、彼らのスケジュールを段取って（合わせて）いたのですが、ビンさん曰く「No Google in China」だそ

うです。自由な国で作られているソフトで出来ているコンテンツは、一切見れない、国民に触れさせない。 

現実は現実です。カレンダー如きで、でも。です。 

ただ困った事は、今年のゴールデンウィーク休みが長い！と言う事です。そして、世界の主要休日をここに合わせて掲載すると

見難い。と言うセンスの問題もあります（まぁ中国が見れなければ、意味が、そもそも無いのですけどね！） 

工場現場は、この事態から、今までの様に我々（日本）のスケジュールを確認できない！と言う事態に陥ってしまいました。これで

生産のスケジュール調整が大幅に狂って来ます。国内外中もこのスケジュール（カレンダー）に則って、段取りを決めていますが、

急遽、彼らの都合に合わせざるを得んのです。 

まぁ、日本は、お追従おばさんと、その一味が政権についていますから、国内経済状況が「滅茶苦茶」なんですが『我世情に関

せず』＝自分だけ良ければ佳い「MAGA」おじさんとその一派、に、同じ考えを持つ『中東の極右ユダヤ人一派』は、この、お追従

おばさん一派が支える金づるが活きている（使える）限り、（米）国国内経済は、何とかなんるでしょう（なんせお追従＝国民（下々）

を犠牲にする気。しか、選択肢は、ないのですから、このおばさん一派）で、国内型を GW 前に出す。という計画は「露と消え・・・

夢のまた夢と」消えそうです。すみません。まぁ欧米の人々は、色々買ってくれるから・・・（もう言い訳しか出ません m(__)m） 

 

 

 最低賃⾦（時給制度）。    

確かにこの考え⽅は、納得できる部分があります。そう『共同富裕』とかいう⾔葉は、⽿障りは良いです。 
ただ、なんで。「あいつらに、これだけ⽀払わなければならないんだ！」って、気持ちも⼀⽅には残ります。そう問題
もあります。⽇本もですが、あの社会主義⼤国がこのジレンマに直⾯しています。まぁ私から⾒れば⽇本も同様で、
⾝から出た錆、同じ⽳の狢なんですけどね。今まで中国製＝安かろう、悪かろう。と⾔うイメージでしたが、これか
らは、中国製品＝⾼くてダメなもの。と⾔うイメージに変わりそうです。困ったものです。でも「最先端品」だけは！
隣の⼩国が出来たのだからと、党の指導部はお考えのようですが？「そうは問屋が卸すかな？」⾒ものです。 
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 ちなみに。    

基本ご注⽂に際しては（上の部分）以下のページ（下のページ）からになりますが、⽇本（⼈）の顧客に関しては、
全て弊社が担当しますし、決済は⽇本円ですからご安⼼ください。若⼲英語⼒は求めますけどね！ただ在庫は⽶国に
ある倉庫なので送料はかかります。（その分、維持費が掛からないので、我々は楽です）予約を勧めているのは、この
⽇⽶間の送料が、かなり軽減されるからです。それと⽶ドル。今、異常に強いですからね。まったく⾼市の阿呆が！ 

 

 

 LGB―ASTER の製品に関して。   

LGB-ASTER ブランドの如何なるモデルに関しても契約の関係上、
弊社は⼀切の補修部品を保持していません。全て当時の LGB 社に
提供しています。従って弊社に補修部品の依頼やアッセンブルマニ
ュアルの依頼をされても、弊社は何もお⼿伝いをできません。また
該当モデルの設計者は既に他界していますのでご理解ください。 
Regarding LGB-ASTER brand models, we do not have any 
replacement parts due to contractual obligations. All parts were 
supplied to LGB at the time. Therefore, we cannot fulfill any 
requests for any replacement parts or assembly illustrations. Furthermore, the designer of LGB-ASTER model has 
already passed away, so we ask for your understanding. 

 

 


